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古墳を取材して大コーフン!! 
古墳裾から大甕やミニチュア土器などザクザク出土 

 

 

 

現
在
、
当
館
が
発
掘
調
査
を
行
う

上
毛
町
皿
山
古
墳
群
１
号
墳
で
、
古

墳
の
前
で
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
や

そ
の
祖
先
な
ど
を
祭
っ
た
跡
と
考
え

ら
れ
る
遺
構
を
、
当
館
の
齋
部
技
術

主
査
が
発
見
し
た
。
こ
の
皿
山
１
号

墳
は
直
径
約
２
５
ｍ
、
高
さ
約
５
ｍ

の
大
型
円
墳
で
、
昨
年
１
２
月
か
ら

墳
丘
の
調
査
を
開
始
し
て
い
る
。 

 
墳
丘
の
築
造
過
程
を
探
る
た
め
、

土
層
の
た
ち
割
り
調
査
（
最
下
段
写

真
）
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
横
穴

式
石
室
入
り
口
横
の
古
墳
墳
丘
裾
部

際
に
須
恵
器
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。

大
甕
３
個
（
上
写
真
）
を
並
べ
、
そ

の
前
に
は
器
台
、
高
坏
、
坏
、
ハ
ソ

ウ
な
ど
多
数
の
須
恵
器
を
置
き
、
ハ

ソ
ウ
や
壺
な
ど
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器

や
滑
石
製
紡
錘
車
も
出
土
し
た
。 

 
 

上
毛
町
皿
山
古
墳
群
１
号
墳 

古
墳
墓
前
祭
祀
跡
発
掘
中 

 

 

出
土
状
況
や
過
去
の
調
査
例
か

ら
、
古
墳
墳
丘
前
で
食
べ
物
や
飲

み
物
を
須
恵
器
に
入
れ
、
そ
の
祭

り
が
終
わ
っ
た
後
に
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
遺
棄
し
た
跡
と
考
え
ら
れ

る
。
多
く
の
古
墳
で
こ
の
よ
う
な

祭
り
は
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
今
回
の
よ
う
に
当
時
の
祭
り

の
様
子
を
推
測
で
き
る
よ
う
な
状

態
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く 

古
墳
石
室
入
口
横
に
大
甕
３
個
（
底
の
み
）
と
器
台
や
ミ

ニ
チ
ュ
ア
土
器
な
ど
多
数
の
土
器
な
ど
を
用
い
た
墓
前
祭

祀
を
行
っ
て
い
ま
し
た 

 
 

 
 

＝
写
真
は
当
館
撮
影 

齋
部
の
「
齋
」
は
、「
神
聖
な
、
忌
み

清
め
た
」
と
い
う
意
味
が
あ
っ
て
、
私

の
祖
先
も
祭
祀
に
関
わ
る
人
物
で
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
私
が
古

墳
で
今
回
の
よ
う
な
古
墳
墓
前
祭
祀

跡
を
調
査
し
た
こ
と
は
、
運
命
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
（
笑
）。 

名
字
が
「
齋
部
」
だ
け
に
？ 

当
館
文
化
財
調
査
室 

 

齋
部
麻
矢
技
術
主
査 

 

貴
重
な
例
と
な
る
。
ま
た
本
古
墳

で
は
、
特
徴
的
な
古
墳
の
築
造
過

程
が
確
認
さ
れ
て
お
り
（
左
写

真
）
、
近
日
中
に
そ
の
土
層
の
剥

ぎ
取
り
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

こ
の
様
子
も
取
材
し
ま
す
の

で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
大

庭
孝
夫
記
者
） 

  

発
掘
新
聞 

大甕の中にミニチュア土器の須恵器

（ハソウ）を発見 

祭祀に用いられた多数の須恵器の中に滑

石製紡錘車（糸をつむぐ道具）を発見 

 


